
令和４年度～令和６年度

文部科学省委託事業

幼保小架け橋プログラム



幼小中一貫教育

就学前教育推進会議

平成29年度からの試行期間を経て、令和２年度から完全実施
市内４つの中学校区から成る「学園」での統括校長会や幼小接続
担当校長会等により、接続についての理解や取り組みの工夫、全
体研修など推進

平成29年度から始めた本会議は、市内すべての幼稚園、保育園、
認定こども園、小学校の教職員が出席
幼児教育と小学校教育の相互の理解や子どもの姿の共有を行う中
で、教育・保育の取組の見直しや工夫、つなぎ方について協議



袋井市では



課題の共有

就学前
在園年数、教育・保育、生活や学びの体験などの違い
３つの資質能力の育成
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の捉え方
小学校
公立私立を問わず複数の園からの受け入れ（30園位の学校も）
多様性に配慮するものの円滑なスタートに課題
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の理解
交流・体験活動
行事の交流等にとどまり、資質・能力のつながりや
教育方法の改善まで踏み込んでいない



取り組み

カリキュラム開発会議

カリキュラム開発
コアメンバー カリキュラム開発

ワーキンググループ

大学教授、小学校長、教頭、園長、副園長、主幹教諭、
幼稚園教諭、保育教諭、保護者 計14人

・事業のねらい、取組、内容等の検討
・カリキュラムの検討
・事業の進捗状況の把握
・小学校、園の参観

ワーキンググループから３人、開発会議委員から２人
計５人 各学園の代表者 計13人

・改善案の検討、作成、提案
・カリキュラムの改善、作成、提案
・事業の推進状況の確認、検討
・小学校、園の参観

・市の全体構想の作成、改善
・カリキュラムの作成・改善
・事業の推進状況の確認、検討
・小学校、園の参観



市が目指す方向性
架け橋期の重点 「試したり、考えたり、伝え合ったりする」

（育ってほしい子どもの姿）



架け橋カリキュラム （周南たちばな学園）



架け橋カリキュラム （袋井あやぐも学園）



架け橋カリキュラム （南の丘学園）



架け橋カリキュラム （浅羽学園）



本年度は市のダイジェスト版
（育ってほしい子どもの姿）



♦市の目指す方向性を明確にし、共有する。

♦これまでのカリキュラムや取り組みを活かしながら見直す。

♦私立園の先生も一緒になって考える。

♦幼児教育と小学校教育を相互に理解し合う。

♦５歳児から小学校へのつなぎを途切れのないように工夫する。

架け橋カリキュラム策定

ポイント



実施・検証・改善

令和５年２月～各学園内で「架け橋カリキュラム」を共有
令和５年４月～協力園・校を中心に実施

（全園・校へも実施を依頼）
実施する中で、取組ごと、また学期ごとに「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」や「３つの資質能力」を視点に子どもの
育ちや課題を確認していく。

カリキュラムの見直しや改善点が見出せる 持続 ・ 発展



次年度に担当者が代わっても、継続していける。

子ども中心

実践力の高まり

幼児期の遊びの意図や成果を発信し、経験や体験を活か
してつなげていく。

小学校では、育ってきた姿をそのまま受け止めていく。

子どもを中心として幼保小が連携して、語り合い、学び
合い、改善し続けるしくみをつくる。



学園の合同研修に参加して各学園の推進状況を把握し、
必要に応じてアドバイスや支援をしていく。

架け橋コーディネーター

架け橋カリキュラムの統括 園、小学校への助言、支援

園や小学校、教育委員会の役割などを整理して分担し、コー
ディネーターが常に支援していく体制を整える。



教師の指導・援助

園 私立園を含め、子どもが自ら遊びを考え、取り組む姿を
大事にするようになってきた。

また、子どもの育ちを3歳から振り返ってみたり、様子
によっては0歳から振り返り、保育の見直しや工夫につな
げている。

時数に含めない裁量の時間で遊びの時間を設定するこ
とで、不安を除き徐々に楽しく学習に向かうよう配慮さ
れている。

また、園での体験を事前に知ることで、体験を活かし
てつなげたり視覚教材など学習方法の工夫などがされて
いる。

小学校

意識の高まり



子どもの学びの変化

登校しぶりや離席する子が少なくなり、子どもの集中力
や活動への関心・意欲の持続が伸びている。

児童同士の話し合いが大事にされ、積極的に発言したり
聞いたりし、自信を高めている。

園

小学校

遊びに取り組む意欲や、思いを伝え合って遊ぶ姿が伸び
ている。

友達と考えを伝え合い、協力して遊びを進める姿が増え
ている。

遊びを通した学びの芽生えを小学校につなぐ



実効性のある幼保小連携・接続
★ 子ども一人ひとりの育ちを支える
★ 保育者の子どもを見る目が変わる ⇒ 保育の質の向上
★ 授業の工夫・改善
★ すべての子どものウエルビーイングを保障
★ 関係機関との連携・協働の強化 



より円滑な幼保小接続の実現


	袋井市幼保小架け橋期の
	スライド番号 2
	袋井市では
	課題の共有
	取り組み
	市が目指す方向性
	架け橋カリキュラム　（周南たちばな学園）
	架け橋カリキュラム　（袋井あやぐも学園）
	架け橋カリキュラム　（南の丘学園）
	架け橋カリキュラム　（浅羽学園）
	スライド番号 11
	架け橋カリキュラム策定
	実施・検証・改善
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	より円滑な幼保小接続の実現



